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な
い
が
し

天
下
県
議

　

そ
も
そ
も
知
事
に
は
、「
女

川
を
使
用
済
み
核
燃
料
の
最
終

保
管
場
所
に
は
さ
せ
な
い
」
と

い
う
意
思
は
あ
る
の
か
？

■
村
井
知
事　
国
が『
一
時
的
』

と
言
っ
て
い
る
の
で
、
最
終
保

管
場
所
に
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

―
―
天
下
県
議
は
、「
あ
ま
り

に
も
受
動
的
だ
。
県
知
事
と
し

て
『
さ
せ
な
い
』
と
言
う
べ
き

だ
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

知
事
は
判
断
の
前
に

県
民
や
議
会
の
意
見

を
聞
け

　
天
下
県
議
は
、
乾
式
貯
蔵
施

設
設
置
に
対
す
る
知
事
の
判
断

の
前
に
県
民
と
県
議
会
の
意
見

を
聞
く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

村
井
知
事
は
「
住
民
合
意
を
必

要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

東
北
電
力
に
丁
寧
な
説
明
を
求

め
る
」
と
県
と
し
て
県
民
の
意

見
を
聞
か
な
い
姿
勢
を
示
し
、

県
議
会
の
意
見
に
つ
い
て
復

興
・
危
機
管
理
部
長
は
、「
ど

う
い
う
手
続
き
を
踏
ん
で
最
終

判
断
を
伝
え
る
の
か
考
え
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
ま
い
な
回
答

で
し
た
。

　
県
民
や
県
議
会
の
意
見
を
聞

か
ず
に
「
了
解
」
す
れ
ば
、
民

主
主
義
の
大
問
題
で
す
。

医
療
セ
ン
タ
ー
を
め
ぐ
る
混
乱

は
、
当
事
者
で
あ
る
患
者
さ
ん

や
病
院
職
員
を
蔑
ろ
に
し
て
強

行
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
最

大
の
問
題
だ
っ
た
。
知
事
は
大

い
に
反
省
す
る
べ
き
だ
と
追
及

し
ま
し
た
。

「
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
と

東
北
労
災
病
院
の
移
転

合
築
に
向
け
た
協
議
確

認
書
」は
白
紙
に
戻
せ

　

県
は
、「
県
北
部
の
精
神
科

医
療
に
対
応
す
る
機
能
を
富
谷

市
に
整
備
す
る
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
を
問
う
た
天

下
県
議
の
質
問
に
対
し
て
、
保

健
福
祉
部
長
は
、「
病
床
機
能

は
持
た
ず
、
仙
台
医
療
圏
北
部

エ
リ
ア
の
『
に
も
包
括
』
体
制

の
充
実
に
資
す
る
よ
う
な
、
患

者
の
相
談
体
制
や
外
来
診
療
の

機
能
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。天
下
県
議
は
、

「
東
北
労
災
病
院
が
移
転
し
な

く
て
も
、
既
存
の
精
神
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
等
と
の
連
携
な
ど
他
の

選
択
肢
も
検
討
す
べ
き
だ
。
労

災
病
院
の
患
者
さ
ん
や
職
員
、

地
域
住
民
が
安
心
で
き
る
よ

う
、
協
議
確
認
書
は
白
紙
撤
回

せ
よ
」
と
求
め
ま
し
た
。

宮
城
県
の
が
ん
医
療

の
後
退
に
懸
念

　
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
、
研

究
所
が
あ
る
こ
と
で
医
療
と
研

究
一
体
で
医
師
を
確
保
・
育
成

し
、
が
ん
医
療
の
水
準
を
高
め

て
き
ま
し
た
が
、
仙
台
赤
十
字

病
院
と
統
合
す
る
新
病
院
基
本

構
想
に
は
研
究
所
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
が
果
た
し
て
き
た
役
割
の
1

つ
が
希
少
が
ん
・
難
治
が
ん
の

治
療
で
、
東
北
大
学
と
二
分
し

て
県
内
の
患
者
を
診
て
き
ま
し

た
が
、
新
病
院
で
の
継
続
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
知
事
や
保
健
福

祉
部
長
は
「
東
北
大
学
と
連
携

し
て
」「
県
全
体
の
が
ん
診
療

の
底
上
げ
を
図
る
対
策
を
講
じ

る
」
と
答
弁
し
ま
す
が
、
具
体

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

天
下
県
議
は
、「
宮
城
県
の

が
ん
医
療
が
今
後
後
退
す
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
統
合
を

見
直
す
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し

た
。

天
下
県
議

　
女
川
が
使
用
済
み
核
燃
料
の

最
終
保
管
場
所
に
な
っ
て
し
ま

う
危
惧
は
消
え
な
い
。
乾
式
貯

蔵
施
設
で
の
保
管
が「
一
時
的
」

だ
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。

■
村
井
知
事

　
国
の
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
、
乾
式
貯
蔵
施
設
の

使
用
済
み
燃
料
は
、
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
へ
搬
出
す
る
と
い
う

方
針
が
明
記
さ
れ
た
の
で
、
一

時
的
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

天
下
県
議

　
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
昨
年

8
月
29
日
に
27
回
目
の
工
事
延

期
を
表
明
し
、
完
成
の
見
通
し

が
立
っ
て
い
な
い
。
知
事
は
、

「
使
用
済
み
核
燃
料
の
行
き
先

も
時
期
も
は
っ
き
り
し
な
い
乾

式
貯
蔵
施
設
の
設
置
は
認
め
ら

れ
な
い
」
と
東
北
電
力
に
言
う

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

■
復
興
・
危
機
管
理
部
長

　
施
設
の
安
全
性
を
確
認
し
、

地
域
住
民
の
健
康
を
守
り
、
生

活
環
境
の
保
全
を
図
る
観
点
か

ら
、
事
前
協
議
へ
の
回
答
を
行

う
。
今
後
、
国
の
審
査
結
果
も

踏
ま
え
て
適
切
に
判
断
す
る
。

「
最
終
保
管
場
所
に

さ
せ
な
い
」と
言
え
な

い
村
井
知
事

天
下
み
ゆ
き
県
議
の
代
表
質
問
2/19

　

知
事
は
、「
新
・
宮
城
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
（
２
０
２
０
年
12

月
策
定
）」
の
４
本
柱
の
１
つ

に
、「
社
会
全
体
で
支
え
る
宮

城
の
子
ど
も
・
子
育
て
」
を
加

え
ま
し
た
が
、
宮
城
県
の
23
年

の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
07

と
５
年
続
け
て
過
去
最
低
を
記

録
し
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
で

す
。
ま
た
、
県
民
意
識
調
査
で

は
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」

が
、
21
年
度
以
降
、
３
年
間
ず

っ
と「
不
満
群
」の
１
位
で
し
た
。

　

天
下
県
議
は
、「
多
く
の
県

民
に
届
く
子
育
て
支
援
策
が
乏

し
い
。
本
気
に
な
っ
て
取
り
組

む
べ
き
だ
」
と
言
っ
て
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
へ
の
支
援
拡
充

や
学
校
給
食
無
償
化
へ
の
支
援

等
を
求
め
ま
し
た
が
、
保
健
福

祉
部
長
や
教
育
長
は
「
国
に
要

望
す
る
」「
国
の
動
向
を
注
視

す
る
」
と
、
県
民
や
市
町
村
の

願
い
に
背
を
向
け
ま
し
た
。

再
任
用
上
限一部
撤
廃
へ

　
ま
た
天
下
県
議
は
、
安
定
雇

用
が
人
口
減
少
対
策
に
欠
か
せ

な
い
と
し
、
県
の
会
計
年
度
任

　
東
北
電
力
は
女
川
原
発
2
号
機
を
再
稼
働
し
た
が
、
約
4
年
間

で
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
が
満
杯
に
な
る
こ
と
か
ら
、
使
用
済
み

核
燃
料
を
「
一
時
的
」
に
保
管
す
る
乾
式
貯
蔵
施
設
の
設
置
許
可

申
請
を
規
制
委
員
会
に
出
し
て
い
ま
す
。
規
制
委
員
会
の
許
可
が

お
り
る
と
、
県
知
事
と
石
巻
市
長
、
女
川
町
長
が
安
全
協
定
に
基

づ
き
、
事
前
協
議
へ
の
回
答
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
議
会

で
、
知
事
は

県
立
精
神
医

療
セ
ン
タ
ー

の
名
取
で
の

建
替
え
を
表

明
し
ま
し

た
。
天
下
県

議
は
、
精
神

●
日
本
被
団
協
に
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
。
原
爆
投
下

か
ら
80
年
、
核
兵
器
の

な
い
平
和
な
世
界
を
！

　
天
下
県
議
の
質
問
に
知

事
は
、
宮
城
県
原
爆
被
害

者
の
会
「
は
ぎ
の
会
」
の

原
爆
死
没
者
平
和
祈
念
式

典
、
及
び
、
広
島
・
長
崎

で
開
催
さ
れ
る
「
平
和
祈

念
式
典
」
に
参
加
の
検
討

を
表
明
し
ま
し
た
。

用
職
員
に
お
け
る
再
任
用
更
新

回
数
の
上
限
撤
廃
を
求
め
る

と
、
知
事
は
「
来
年
度
、
一
部

の
職
に
つ
い
て
撤
廃
す
る
方
向

で
現
在
詰
め
の
調
整
中
」
と
回

答
し
ま
し
た
。


